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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

 珍しく初雪が遅れ、名峰北の峰のゲ

レンデもオープンが待ち遠しい中、3

年前に設立された北海道第四地区上川

第二支部（富良野市・上富良野町・中

富良野町・南富良野町・占冠村在住会

員）の第2回目の総会が11月17日

（土）午後４時から「ふらのワインハ

ウス」を会場に21名の出席者により実

施された。学園からは西田丈夫高校長

にご出席いただいた。総会に先立ち記

念撮影が行われ、その後に総会が開催

された。 

 秋田行副支部長の司会と開会挨拶で始ま

り、中村博支部長から歓迎のご挨拶が行われ

た。来賓挨拶では西田丈夫高校長から高校の

現況について紹介し祝辞を述べた。 

 議事に入り、中村支部長を議長として１）

報告事項 ①平成27年度から平成29年度の事業

報告、②平成27年度から平成29年度収支報

告・監査報告が行われた。後藤正紀事務局長

および米田末範監事から詳細な資料説明が行

われ原案どおり承認された。２）協議事項①

役員改選については、事務局から全員留任の

提案があり、拍手で原案どおり承認された。中村

議長が退席して総会の議事を終了した。 

 続いて懇親会が開催され、和田昭彦副支部長か

ら主催者あいさつが行われた。次に僭越ながら同

窓会事務局の発声により乾杯となった。 

 「酪農讃歌」のＢＧＭが流れる中、秋田副支部

長の進行により和気藹々とした参加者全員の自己

紹介や近況報告が行われ、和やかな懇談の場と

なった。役員会は毎年開催されているとのことで

したが、皆さん久々の再会を楽しんでいました。 

編集後記 4 
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２０１７年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ６２１名 

 大   学 計   ３０，１６０名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２０，０４９名 

 合 計 計   ６１，３１７名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５３，１３７名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

北海道第四地区上川第二(富良野)支部総会報告 



中部地区岐阜県支部総会報告 

 平成３０年１１月１１日（日）正午から恵那市の「民宿藤

太郎」において岐阜県支部の総会、研修会および懇親会が開

催されました。大平雅史君の司会により、まず初めに岩佐支

部長の挨拶の後、来賓の酪農学園大学副学長の石島力様と酪

農学園同窓会副会長の加藤清雄様からご挨拶をいただきまし

た。 

 前回の総会において、岐阜県支部は面積が広いので岐阜市

だけの開催ではなく、東濃や飛騨地区などを巡回して開催す

るという方向で賛同され、今回は東濃地区の開催となりまし

た。紅葉シーズンたけなわで、農業祭も催され、また岐阜県

で２６年振りの豚コレラが発生するなどで出席者は１３名と

少なめでしたが、初対面の会員や、久しぶりの再会で同窓会

は盛会となりました。 

 総会後に石島副学長に「北海道におけるエゾシカ対策」の

講演をしていただきました。エゾシカの捕獲対策、有効活用

について大変興味深い研修会でした。 

 

 その後、加藤副会長の乾杯の音頭により懇親会に入り、全

員の自己紹介や近況報告もまじえて、時間の経つのを忘れる

くらいに盛り上がり、大いに親交を深めることができまし

た。 

 最後は恒例の酪農讃歌を全員で肩を組んで歌い、別れを惜

しんでの散会となりました。 

         （文責 岐阜県支部 支部長 岩佐達男） 

 

 

 

 

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

東北地区福島県支部通常総会報告 

 １１月１０日（土）午後３時から郡山市「だいこんの花」

において酪農学園同窓会福島県支部第１２期通常総会を出席

者総数２０名で開催いたしました。学園からは野英二大学副

学長、同窓会から小山久一会長のご臨席を頂きました。 

 総会は事務局の司会で進行し、飯塚尚峯酪農学園同窓会福

島県支部長挨拶の後、支部長が議長席につき議事に入りまし

た。 

第１号議案 １２期事業報告、収支決算報告、会計監査報告 

第２号議案 １３期事業計画、袖手予算案 

第３号議案 任期満了に伴う役員改選について 

 以上原案のとおり承認されました。 

 総会終了後の講演会では、野英二副学長から「酪農学園の

現状と未来創造」と題し、丁寧にわかりやすくご講演頂きま

した。引き続き小山久一会長から同窓会の近況と今後一層の

連携強化等の要請がありました。 

 総会、講演会に引き続いて親睦会に入り卒業年度順に自己

紹介（近況報告）が行われ、大いに親睦を深めることが出来

ました。（文責 事務局長 蛇石祐三） 

 

北海道第三(道南）地区会報告 
 

 晴天の11月17日

11時から14時まで

八雲町「まる食堂」

を会場に12名の出席

により標記の北海道

第三（道南）地区会

が開催された。 

 都築信夫氏の会長

挨拶では「今年の作

柄や胆振東部地震、小林さんの受賞、また本学ＯＢの生出さ

ん、太田さんのフィリピンでのボランティア継続活動」等が

紹介された。出席者全員の自己紹介のあと、昼食会となっ

た。 

 報告・発表では、「八雲教会百年の歩み」「チーズ作り一

筋・近藤さん」「酪農家「の手で牛乳を・金子隆さん」「ミ

ンダナオの風」「賀川豊彦先生を悼む」を新聞記事等により

紹介した。報告途中での自由な発言や質問もあり、活発な報

告会でした。恒例の「酪農讃歌」を太田新生さんの指揮によ

り全員で合唱した。閉会の挨拶が生出正実氏から行われた。 

 次回は2019年11月16日（土）（11月第三土曜日）開

催予定となった。八雲の空は、朝と同様に風もなく晴天だっ

た。（事務局長 安藤 廣） 

雪の日の同窓生会館 
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第５巻 第８号（通号５６号） 

  短大Ⅱコース「ふみあと会」 

    総会・講演会・親睦交流会報告  

 

 11月25日（日）15時30分から、新札幌の「ホ

テルエミシア札幌」２Ｆパステルを会場に「ふみあ

と会」の第２回総会、16時から講演会、17時から

親睦交流会が開催された。 

 遠くは鹿児島県や熊本県、岐阜県、大阪府から参

加した方もおり1期から20期までの同窓生会員71

名と学園来賓者５名の総勢76名により開催され

た。 

 第２回となる総会は、黒澤敬三副会長の司会で進

行し、山川勝会長の開会あいさつに続き、小野敏氏（５期）を

議長に選出して議事が進行した。 

 

 報告事項では事務局の炭谷輝男副会長から事業報告、会計の

泉澤章彦氏から会計報告、古川豊記氏から監査報告がそれぞれ

行われ拍手で承認された。審議事項では若干の規約改定と役員

改選が行われ、役員改選では山川勝氏（１期）が勇退し内田和

幸氏（５期）が新会長に就任、新たに家入隆氏（９期）を副会

長に選任。その他の役員は留任が提案され承認された。今後の

活動については役員任期の３年後を目途に３回目の総会・親睦

交流会を開催したい旨が報告された。 

 総会終了後、同会場において、「北海道農業におけるホクレ

ンの役割」と題し、ホクレン代表理事会長・内田和幸氏（短大

Ⅱコース５期生）の講演が行なわれた。 

 

  内田会長は、ホクレンは1919年（大正8年）に北海道信用

購買販売組合聯合会として設立され、来年百年を迎えることを

冒頭紹介。また1兆5千億円の売上高をもつ経済団体としての

役割と、農業協同組合としての相互扶助の精神に立脚したさま

ざまな活動内容を紹介した。今回の相次ぐ台風被害や胆振東部

地震における被害補償について自助公助共助の立場からホクレ

ンのさまざまな被害者支援を紹介。「大規模停電ブラックアウ

トにより２日間で２万１千ｔの生乳が廃棄され約20億円の損

失が出た酪農家に対しては指定生乳生産者団体としてのホクレ

ンの立場から、更に震源地での建物被害など地震対策としてホ

クレンとして過去最大規模となる40億円の生産者支援を決め

た。これは共助の理念を持った協同組合だからこそできる対

応」と地域農業を守るというホクレンの役割を強調した。 

 今後のＴＰＰやＥＰＡに伴い一次産業へのしわ寄せが想定さ

れる中、関税率の引き下げ等で疲弊する農業分野に対して、最

先端の技術を駆使した営農指導強化やＩＴ化、ロボット搾乳機

など省力機械化により後継者を育てることの重要性も述べた。

生産者と消費者が一体となった取り組みや、家族経営で生活が

成り立つ環境をどうやって作るかなど多様な考えを取り入れ政

策決定することの重要性も述べた。 

 最後に学生時代に触れ、「20歳前後の多感な時期に酪農学

園で“三愛精神”と“健土健民”の精神に触れたこと、短大Ⅱ

コースで働きながら学ぶ多くの仲間に出会えたことがその後の

人間形成のうえで大きな財産になった」と振りかえった。 

   

 講演会終了後、記念写真を撮影し17時から親睦交流会が開催

された。黒澤敬三氏の司会で始まり、山川会長のあいさつのあ

と、学校法人酪農学園谷山弘行理事長から祝辞と酪農学園の現

況が報告され。ホクレン会長内田和幸氏がふみあと会会長就任

あいさつを兼ねて祝杯の音頭を取り開会となった。 

 

 親睦交流会では本年１月に行われた、Ⅱコース愛唱歌「ふみ

あと」のオーケストラ版収録の様子を収めたDVDが放映された

後、女性陣のコーラスをバックに全員でふみあとを合唱。1期か

ら20期まで年代を超えた同窓生が参加者プロフィールを掲載し

た栞を見ながら、お互いの経営状況や地域の農業情勢を話し合

う様子や、半世紀前の学生時代を思い出し感慨にふけるなど、

働きながら学ぶという実学教育を共有したⅡコース同窓生なら

ではの交流の輪が広がっていた。特に今回は若い同窓生が大勢

参加し「卒業期が違う同窓生が一堂に集まる機会は貴重、次回

は同期会を兼ねて皆を誘って参加したい」との話が出るなど、

今後の発展を望むうえで心強い限り。 

 

 締めは鹿児島県日置市で乳牛80頭、個体平均乳量１万㎏の酪

農を営む18期・西園満徳氏の発声で親睦交流会を閉じた。 

 二次会は19時30分から50名が参加。日本新三大夜景に選ば

れた札幌の夜景を一望する31Ｆカーサビアンカにおいて北海道

議会議員の６期・白川祥二氏の乾杯で始められた。15時半から

の長丁場で先輩同窓生がお疲れ気味のなか、若い同窓生はかっ

て教鞭をとられた恩師・野英二酪農学園大学副学長を囲んで大

盛り上がり。野先生は「いやいや現地教育では俺が教えられ

た・・・」とヒートアップするなど、それぞれ札幌の夜景を

バックに思い出づくりに励んだ。話が尽きぬなか、JAしずない

代表理事組合長の13期・西村和夫氏の締めで長い1日を終え

た。 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

１１月１７日（土） 道南地区会(八雲） 

   １７日（土） 道北地区上川第二支部総会(富良野) 

   １７日（土） 九州地区熊本県支部総会(熊本) 

   １７日（土） 中国地区鳥取県支部総会(倉吉) 

   ２５日（日） 関東甲信越高校合同同窓会(東京) 

   ２５日（日） 短大Ⅱｺｰｽ「ふみあと会」総会(札幌) 

１２月 １日（土） とわの森三愛高校3期同期会(札幌) 

2019年  

 1月１２日（土） 日高第二支部総会(静内) 
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あ と が き 

   

 今年も残すところ、あとひと月になりました。同窓会も

牛の歩みの如く遅くとも一歩ずつ着実に進んでいきたいと

思っております。 

 道内では、胆振東部地震や台風２１号からの復旧作業中

のまま、冬を迎えることになります。全国的にも集中豪雨

や台風から同窓会総会が3会場が中止となりました。防災

に対する備えの重要性を痛感させられた年でした。 

 学園構内も台風による倒木が１５７本もあり、撤去作業

や清掃作業等が行われ、やっと一息ついたところです。 

 いろいろ大変な年でしたが、来年に夢を繋いで、充実し

たものにしていくよう努力していきたいと思います。 

 この「便り」がお手元で読まれる頃には野幌はもう雪景

色の中でしょう。   

  

肉製品製造学研究室同窓会報告 

 10月27日、新さっぽろアークシティホテルにて酪農学園大学

肉製品製造学研究室同窓会を開催いたしました。 

 歴代教員3名（鮫島邦彦先生、山本克博先生、石下真人先生）

と現職の舩津保浩先生及び酪農学科5期生から食品科学科22期生

と20代から70代までと酪農学園大学開学時からあります伝統あ

る研究室の同窓生55名が一同に集まるのは初めての機会となり

ました。 

 開会の挨拶といたしまして、研究室開設時に携わりました鮫

島邦彦先生が当時の肉製品製造学実習室での実習でのエピソー

ドなど懐かしい話がありました。 

 

 酪農学科8期生の小野 武二三氏の乾杯の挨拶、同窓生提供の

抽選会など大いに盛り上がり、閉会の挨拶として山本克博先生

から100年続くように研究室の繁栄を祈念するとのお言葉、最後

の乾杯として酪農学科5期生の髙澤 健男氏のご発声のあと、記

念撮影いたしました。 

 

 同窓会は終始盛り上がり、参加者一同、思い出話に花を咲か

せていました。次回の開催は未定ではありますが、また元気で

再会すること約束いたしまして散会いたしました。 

 最後に同窓会を援助してくださりました大学校友会様に厚く

御礼申し上げます。ありがとうございました。 

                     （幹事 前田尚之） 

小冊子紹介：デンマークに学べー黒澤酉蔵翁・遺訓ー 

編著者 仙北富志和（学園長） 発行 酪農学園後援会 

８３ｐ １９ｃｍ  2018.7.1  

目次 はじめに 黒澤酉蔵翁の遺訓 

1節 人生の意義とは 

2節 私のデンマーク論 

3節 酪農の使命ー「健土健民」の実現 

4節 デンマークに学べ－三愛精神 

黒澤酉蔵翁の主な業績 

本冊子は、酉蔵翁が残した多くの遺訓の中から、最晩年の昭和52

年1月から57年4月にかけて月刊専門誌「近代酪農」に「酪翁百

話」として口述連載（執筆：浅田英祺）したもののうち「私のデ

ンマーク論」と題した部分を中心に抽出し、意訳・改題したもの 

です。 

＊入手ご希望の方は、実費送料分240円を添えて、上記の事務局

まで申込下さい。 


